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別紙様式３－１－１ 

 

ふ り が な

学 校 名 埼玉
さいたま

県立
けんりつ

所沢北
ところざわきた

高等学校
こうとうがっこう

 

申請する指定期数 第Ⅰ期 

指 定 期 間 06～10 

開発型・実践型の別 開発型 

これまでの

指定期間 
  なし 

スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施計画書（令和６年度指定）【開発型・実践型】 

１ 学校の概要  

（１）校長名、所在地、電話番号、ＦＡＸ番号  

校長名
ふ り が な

 関口
せきぐち

 正人
ま さ と

 学期の別 ３学期制 

所在地
ふ り が な

 埼玉県
さいたまけん

所沢市
ところざわし

並木
な み き

５－４ 

電話番号 ０４－２９９５－５１１５ ＦＡＸ番号 ０４－２９９１－１００７ 

（２）課程・学科・学年別生徒数及び学級数（令和５年５月１日現在）、研究開発の実施規模  

課程（ 全日制  ） 

 

学 科 
第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 計 

実施規模 
生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

普通科 319 8 315 8 314 8   948 24 全校生徒を

対象に実施  理系 - - 161 4 165 4     

  文系 - - 154 4 149 4     

 理数科 40 1 40 1 39 1   119 3 

 課程ごとの計 359 9 355 9 353 9   1,067 27 

（３）（中高一貫教育校である場合は、）中高一貫教育の形態  

該当なし 

（４）教職員数（令和５年５月１日現在）  

校長 
副校長・

教 頭 
教諭等 非常勤講師 養護教諭 実習助手 ALT 学校司書 その他 計 

１ ２ ６３ 

（２５） 

７ 

（２） 

２ ３ １ １ ４ ８４ 

※ 「教諭等」及び「非常勤講師」の括弧内は、数学・理科・情報科の教職員数。 

※ 「その他」の括弧内は、メンター等として課題研究の支援をしている卒業生等の延べ人数。 

２ 研究開発課題名  

２０５０年カーボンニュートラル社会に向けて、地域や社会の持続的発展を牽引する 

科学技術人材育成のためのカリキュラム開発 

３ 研究開発の概要  

 ①理数科の教育課程を改定し、課題研究の質的・量的な向上を図る。②普通科の教育課程

を改定し、課題研究やＳＴＥＡＭ型探究活動に取り組む機会を創出する。③大学・研究機関、

所沢市等の行政、企業やＮＰＯ・ＮＧＯ等との連携・協働により、課題研究や探究活動を発

展・充実させる。 
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４ 研究開発の目的・目標  

（１）目的 「２０５０年カーボンニュートラル社会に向けて、所沢周辺地域や埼玉県、 

     日本や国際社会の持続的発展を牽引する科学技術人材を育成する。」 

（２）目標 「自ら課題を見つけ、その解決に向けて他者と協働しながら、主体的に探究 

     する資質・能力を育むためのカリキュラムを開発する。」 

  ① 先進的な科学技術の知識及び技能を習得し、科学的な視点から社会課題を捉え、 

   探究する力を育成する。 

  ② 文理を問わず、科学を中心とした教科等横断・融合的な視点から課題研究や探究 

   的な学習活動に取り組み、論理的に推論する力を育成する。 

  ③ 大学や研究機関、行政等との連携を図り、カーボンニュートラル社会に向けた課 

   題解決を行うことで、主体性や協働性を育む。 

５ 研究開発の内容・実施方法・検証評価等  

（１）現状の分析と課題  

① 課題Ａ「課題研究の質的・量的な向上と科学技術・理数系コンテスト等への出展

数の増加」 

  課題研究については、理数科生徒が科目「理数探究」（２年１単位、３年１単位）

において取り組んでいるが、授業内で研究内容を深めるには時間不足が否めない。

また、これまでも生物部や地球科学部を中心に科学技術・理数系コンテスト等への

出展があったが、その数は年間１０件未満であった。令和４年度からは、外部と連

携し、課題研究のテーマ設定について組織的に取り組むことで、物理部も出展する

などし、出展数は徐々に増加している。今後は、上位生徒の科学的思考力を向上さ

せるための目標の一つとして、理数探究等における課題研究の成果を、理数系オリ

ンピックや日本学生科学賞等の全国規模の科学技術・理数系コンテストへ出展でき

るようプログラムしていく必要がある。 

② 課題Ｂ「普通科生徒が課題研究に取り組む機会の創出や（特に女子生徒の）理系

進学者の増加」 

  現在、本校で課題研究に取り組んでいるのは理数科生徒のみである。また、本校

の卒業生に占める女子の理系進学者の割合は約１４％で、また生物、医学系以外の

理工系進学者の割合は約３％である。一方、男子の理系進学者は約３２％で、生物、

医学系以外の理工系進学者の割合は約２０％である。理数科を設置する男女共学校

である本校においては、性差によらない進学を支援していくことが重要な課題であ

る。 

 

 

 

 

 

 

③ 課題Ｃ「大学・研究機関、所沢市等の行政、企業やＮＰＯ・ＮＧＯ等との連携・

協働し、課題解決を目指す取組」 

  本校はこれまで「市主催の実験教室」や「大学等主催の研究室での講座」等の受

講の機会を積極的に設定してきた。しかしながら、単発的なプログラムが多かった
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ため、学校として目標を設定して体系的に課題解決を目指す取組には至っていなか

った。大学・研究機関、所沢市等の行政、企業やＮＰＯ・ＮＧＯ等と学校が連携・

協働して、組織的に課題解決を目指す必要がある。 

（２）研究開発の仮説  

   本校の現状と教育課題を踏まえ、以下の【仮説Ⅰ～Ⅲ】を設定した。 

  ① 仮説Ⅰ「理数科の教育課程を改定し、理科・数学と他教科との横断・融合型授業 

   を開発・実践するとともに、探究活動に取り組む時間を増加させ、課題研究の内容 

   を深め充実させることで、科学的な視点から社会課題を捉え、各教科等の見方・考 

   え方を多角的・複合的に用いて本質に迫る真正な学びを実現し、科学技術人材の資 

   質・能力をより一層育むことができる。」 

   ◯ 教科等横断・融合型授業を開発・実践することで、科学的にアプローチにより、 

    物事の本質に迫る真正な学び、社会実装的な学びを実現し、生徒が主体的に課題 

    研究に取り組むための資質・能力を育める。 

   ◯ 課題研究を行う科目「理数探究」の単位数を増加することで、生徒が集中して 

    授業内で課題研究に取り組む時間を増加させるとともに、教員が指導・支援する 

    場の増加により、課題研究の量と質の向上が期待できる。 

   ◯ 上記により、生徒の主体的に課題研究に取り組む態度の向上、課題研究の内容 

    及び成果物の充実、科学技術・理数系コンテスト等への出展数の増加等が予想さ 

    れる。 

  ② 仮説Ⅱ「普通科の教育課程を改定し、課題研究に取り組む機会を創出することで、 

   課題研究の量的拡大を図るとともに、文理を問わず科学的根拠を伴ったＳＴＥＡＭ 

   型探究活動の開発・実践を行うことで、特に女子生徒や普通科の理系進学者が増加 

   する。」 

   ◯ 普通科２学年に希望者による選択科目「ＳＳ課題研究（１単位）」を設定し、 

    必修科目「ＳＳ探究Ⅱ・Ⅲ（各１単位）」と合わせて３単位時間を使って課題研 

    究に取り組む。理数科生徒の２・３学年の必修科目「理数探究（計３単位）」と 

    同時に実施することで、理数科生徒と普通科生徒が合同で課題研究を行うことが 

    可能になる。 

   ◯ 普通科の「総合的な探究の時間」に替わる科目「ＳＳ探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」におい 

    ては、データ等を分析し推論する力の育成、科学的根拠を持って論理的に説明す 

    る力の育成を目指した計画・内容に設計する。 

   ◯ これまで進路選択・決定に際しては、生徒の希望に委ねられていたが、三者面 

    談や教員アンケートより性差によるバイアス等で理系への進学を志望する女子生 

    徒が少なかった可能性がある。 

   ◯ 大学・研究機関等の女性理系研究者による講演やワークショップの開催、本校 

    の卒業生等で理系学部・大学院で学ぶ学生・院生と触れ合う機会の創出などによ 

    り、特に女子生徒の理系進学者の増加が予想される。  

  ③ 仮説Ⅲ「カーボンニュートラルを共有課題（共通言語）として、大学・研究機関、 

   所沢市等の行政、企業やＮＰＯ・ＮＧＯ等との連携を図り、カーボンニュートラル 

   社会に向けた課題解決に向けて連携・協働するとともに、課題研究や探究活動への 

   フィードバックを受けて、内容をより発展・充実させることができる。」 

   ◯ 大学・研究機関、所沢市等の行政、企業やＮＰＯ・ＮＧＯ等と目標を共有して、 

    計画的な連携・協働による課題解決に取り組むことができる。 

   ◯ 所沢市及び近隣４市は「ゼロカーボンシティ共同宣言」を表明していることに 

    加え、多くの大学・研究機関、企業やＮＰＯ・ＮＧＯ等がカーボンニュートラル 
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        に向けた取組を始めているため、連携することで共有課題として設定することが 

    可能である。 

   ◯ 大学・研究機関、所沢市等の行政、企業やＮＰＯ・ＮＧＯ等との連携・協働を 

    進め、外部リソースの活用や専門家等からのフィードバックを得ることで、継続 

    的かつ組織的に課題研究や探究活動の内容をより発展・充実させることができる。 

（３）研究開発の内容・実施方法・検証評価  

①テーマ名 

Ⅰ 理数科の教育課程を改定し、課題研究の質的・量的な向上を図り、科学技術人材の資 

 質・能力を育む。 

②目的、仮説との関係、期待される成果 

＜目的＞ 

理数科における課題研究の質的・量的な向上に向けて、教科等横断・融合的な授業科目の

開発・実践や課題研究に係る科目「理数探究」の単位数の増加を含めたカリキュラムを開

発する。 

＜仮説との関係＞ 

理数系の教科・科目の基本的な知識及び技能を基に、教科・科目間の横断・融合を行う

「理数探究基礎」に対して、理科・数学と他教科との横断・融合型授業を開発・実践して、

各教科等の見方・考え方を多角的・複合的に用いて物事の本質に迫る真正な学びを実現す

る授業科目「ＳＳコラボレーション」を開発・実践する。また、現行より理数探究の単位数

を１単位増やすことで、課題研究の内容を深め、成果物の充実につなげることで、科学技

術人材の資質・能力をより一層育むことができる。 

＜期待される成果＞ 

◯ 生徒がより主体的に課題研究に取り組む態度が向上する。 

◯ 課題研究の内容及び成果物がより充実する。 

◯ 科学技術・理数系コンテスト等への出展数が増加する。 

◯ 理系文化部の活動がより活性化する。 

③内容、実施方法 

○ 「ＳＳコラボレーション」は、主に以下ア、イの形態の教科等横断・融合型授業を開発・  

 実践する。ＳＳＨ指定１・２年目までは、実践可能な教科等横断・融合型授業を開発・実 

 践しながら、３年目からは各科目の単元配列表と関連付けを行い、体系的な年間指導計 

 画へと改善していく。 

 ア リレー・コラボ（仮称） 

   一つのテーマについて複数の教科等の切り口（見方・考え方）による授業をリレー 

  でつなぐ教科等横断型授業を開発し、実践する。 
   
   ●授業実施計画（案）例：テーマ「所沢市におけるカーボンニュートラルについて」 

教科 授業内容 時間 

第一走者 

出前授業 

【所沢市役所】 

・「ゼロカーボンシティ宣言」について 

・「マチごとゼロカーボン市民会議」の施策提案 

を受けて 

６５分 

第二走者 

【地理・歴史】 

・所沢市の歴史と環境問題 

・所沢市の地政学 
６５分 

第三走者 

【化学】 

・地球温暖化の仕組みについて 

・温室効果ガス（ＧＨＧ）について 
６５分 
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第四走者 

【生物】 

・気候変動問題が所沢市の生態系に与える影響について 

・気候変動問題が所沢市の食や農に与える影響について 
６５分 

第五走者 

【数学】 

・方程式と恒等式について 

・茅恒等式の基本と応用について 
６５分 

第六走者 

講義・ＷＳ 

【大学・大学院】 

・カーボンニュートラルに向けてどのようなアクション 

が必要か 

・茅恒等式からのアプローチ 

１３０分 

第七走者 

【公民】 

・気候正義「Climate Justice」とは何か 

・カーボンニュートラルと社会・経済・まちづくりの 

姿について 

６５分 

第八走者 

【物理】 

・エネルギーフローから考えるカーボンニュートラル 

・ところざわ未来電力と再生エネルギー施設について 
６５分 

第九走者 

【家庭】 

・カーボンニュートラルに向けた住居 

・カーボンニュートラルによる食の変化 
６５分 

第十走者 

【英語】 
・ＣＯＰ２６「グラスゴー宣言」英文和訳・読解 ６５分 

第十一走者 

講義・ＷＳ 

【研究機関・ＮＰＯ等】 

・２０５０年カーボンニュートラル社会を拓く 

・現状分析・課題と今後の取組について 
１３０分 

  イ ユニット・コラボ（仮称） 

   ２つの教科等（理数系×その他）教員のティーム・ティーチングによる教科等融合 

  型授業を開発し、実践する。 

  ●授業実施計画（案） 

教科の組み合わせ  主題（教材） 時間 

物理×音楽 「和音はなぜ気持ち良いのか」 １３０分 

物理×体育 「物理の知識が走りを変える」 ６５分 

化学×英語 「アルカリ金属とアルカリ土類金属」 １３０分 

化学×家庭 「天然繊維と化学繊維」 １３０分 

生物×英語 「ＤＮＡの抽出実験」 １３０分 

生物×保健×地歴 「新型コロナウィルス感染症と感染症の歴史」 １３０分 

生物×公民 「感染症と経済学」 ６５分 

地学×地歴 「プレートから見る日本と世界の地理」 １３０分 

数学×地歴 「５５年体制の成立」 １３０分 

数学×体育 「組体操のピラミッドを科学する」 ６５分 

◯ 理数科専門科目「理数探究」の単位数を２学年２単位、３学年１単位の計３単位に増 

 加するとともに、１学年に履修する「理数探究基礎」及び「ＳＳコラボレーション」にお 

 ける学びを生かしながら課題研究の充実を図る。 

     

 

    

 

 

 

 

学科 理 数 科 位置付け 

１学年 理数探究基礎 (１単位) 
ＳＳコラボレーション 

(１単位) 

課題研究に向けた基

礎・基本の習得 

２学年 理数探究  (２単位) 課題研究の実践・発表 

３学年 
理数探究  (１単位)  課題研究の見直し・改

善・発展 
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◯ 課題研究の目標の一つとして、科学技術・理数系コンテスト等をリスト化し、出展を 

 設定するとともに、理系文化部からの出展を増やす。 

◯ 理系文化部同士で、互いに研究課題や研究成果について、プレゼンテーションしたり、 

 フィードバックをし合ったりをする機会を定期的に作り、切磋琢磨しながら研究に邁進 

 する。 

④研究開発計画、検証評価方法・検証評価計画 

＜研究開発計画＞ 

研究開発５か年計画 Ｒ５ Ｒ６① Ｒ７② Ｒ８③ Ｒ９④ Ｒ10⑤ 

Plan・Do Check Action 

テーマⅠ：ＳＳｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ       

テーマⅠ：課題研究の充実       

   凡例：   ：開発準備、   ：試行実施、   ：本格実施 

◯ 「ＳＳコラボレーション」については、ＳＳＨ指定１・２年目までは、実践可能な教科 

 横断・融合型授業を開発・実践しながら、３年目からは、各科目の単元配列表と関連付け 

 を行い、体系的な年間指導計画へと改善していく。 

◯ 令和６年度理数科入学生の教育課程について、１学年に「ＳＳコラボレーション」及 

 び「理数探究基礎」をそれぞれ１単位、２学年に「理数探究」を２単位、３学年に「理数 

 探究」を１単位設定し、課題研究の内容を深め、成果物の充実につなげる。 

◯ 「理数探究」で行う課題研究については２学年の年度末及び３学年の夏以降の科学技 

 術・理数系コンテスト等への出展を目指す。理系文化部については、各部の年間活動計 

 画の中に出展を目指す科学技術・理数系コンテスト等を明確に定め、活動を行う。 

◯ 年度当初に理系文化部同士でスケジュール調整を行い、年間活動計画の中に交流の機 

 会を設定する。 

＜検証評価方法＞ 

◯ リレー・コラボ（仮称）の授業については、各授業の振り返りをレポートにて提出さ 

 せ、それを各教科が作成する評価規準によって観点別に評価する。ユニット・コラボ（仮 

 称）については、組み合わせた授業（２コマ）の終了後に振り返りをレポートにて提出さ 

 せ、それを関係教科が協働して作成した評価規準によって観点別に評価する。 

◯ 課題研究については、過去の成果物と比較するとともに、評価基準表（ルーブリック） 

 を使って、課題研究委員会において評価する。 

◯ 科学技術・理数系コンテスト等への出展数の増減、受賞等の成果により検証評価する。 

◯ 理系文化部同士の交流の回数により検証評価する。 

＜評価計画＞ 

 １～３年目までを段階的に発展させ、単年度ごとに各テーマについて検証評価を行う。

３年目に３テーマ全体の中間総括評価を実施する。４年目からは中間総括評価を踏まえた

研究計画の見直し・改善を行い、５年目までに更新されたＰＤＣＡサイクルを確立する。 

 具体的な評価の対象を「生徒・教員」「学校」の２つに分類し、評価の内容と観点を下表

に記載した。評価の実施については、単年度ごとに自己点検・自己評価を行うとともに、学

校評議員会やＳＳＨ運営指導委員会をはじめとする外部評価を行う。 

  【事業全体の評価計画（「担当」はＳＳＨ推進委員会に加えて担当する組織等）】 

対象 評価内容 評価観点 担当 

 

 

生 

徒 

○科学技術・
理数系教育へ
の意識の変化
・変容 

□科学技術・理数系科目への理解・興味関心の変化

・変容【生徒】 

□科学技術・理数系教育、教科間連携、ＳＴＥＡＭ

教育への意識変化・変容【教員】 

理数科部等 
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・ 

教 

員 

○学習意欲・

進学・大学等
との連携に関
する意識の変
化・変容 

□学習意欲・自学自習時間の変化・変容【生徒】 

□理数系大学進学希望者の状況 

□多様な入試制度の活用状況 

□外部機関との連携による意識の変化・変容【教員】 

進路指導部等 

○課題研究・
探究的な学習
活動の指導法
の変化・変容 

□各科目や中間発表の進捗状況 

□校内及び校外での発表会の開催数 

□科学技術・理数系コンテスト等への出展・受賞数 

理数科部等 

○教科間・教
員間の連携状

況 

□教科間・教員間の連携状況 

□教材開発の状況 

□授業実践数 

各教科等 

○ＳＳＨの成
果普及の取組
状況 

□公開授業、外部向け事業の実施状況 

□ホームページ等における授業案等の情報発信状況 

□中学校向け情報公開・成果発表の状況 

□ＳＳＨ指定校との情報共有の状況 

管理職 

○科学技術・
理数系コンテ
スト等への取
組状況 

□理系文化部の取組状況 

□理数探究及びＳＳ課題研究受講者の取組状況 

□科学技術・理数系コンテスト等への出展・受賞数 

部活動顧問等 

○外部評価・

自己評価の在
り方 

□ＳＳＨ運営指導委員会の開催状況及び指導・助言

に対する改善状況 

□ＳＳＨ推進委員会の開催状況及び各取組の進捗管

理の状況 

□生徒、教員、保護者、外部機関に向けたＳＳＨ事

業の評価調査の実施及び改善状況 

管理職 

   

 

①テーマ名 

Ⅱ 普通科の教育課程を改定し、課題研究に取り組む機会の創出やＳＴＥＡＭ型探究活動 

 の開発・実践を行い、科学的根拠を持って探究する資質・能力を育む。 

②目的、仮説との関係、期待される成果 

＜目的＞ 

普通科の全ての生徒が、理数系教科・科目等に裏打ちされた科学的根拠を持って、探究的

な学習活動を実践していく先に、理系進学者の増加、特に女子生徒の理系進学者の増加を

目指す。 

＜仮説との関係＞ 

普通科の希望者が、理数科生徒とともに課題研究に取り組める教育課程に変更すること

や、ＳＴＥＡＭ型探究活動の開発・実践、大学・研究機関等の女性理系研究者による講演や

ワークショップの開催、本校の卒業生等で理系学部・大学院で学ぶ学生・院生との触れ合

う機会の創出などを行うことは、上記目的に合致する。 

＜期待される成果＞ 

◯ データ等を分析し、推論する力を育成できる。 

◯ 科学的根拠を持って、論理的に説明する力を育成できる。 

◯ 理系進学者の増加、特に女子生徒の理系進学者の増加が期待できる。 
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◯ 科学技術・理数系コンテスト等への出展数が増加する。 

③内容、実施方法 

◯ 普通科の２学年教育課程に、希望者が選択できる「ＳＳ課題研究（１単位）」を設定 

 し、必修科目「ＳＳ探究Ⅱ（１単位）」と合わせて２単位分で課題研究に取り組む。その 

 際、時間割の工夫により２学年の理数科目「理数探究（２単位）」と同時間に設定するこ 

 とで、普通科の希望者が理数科生徒が合同で課題研究に取り組むことを可能にする。 

学年 普通科 
 

理数科 
希望者 

１学年 ＳＳ探究Ⅰ (１単位) ＳＳ探究Ⅰ  (１単位) 理数探究基礎 (１単位) 

２学年 ＳＳ探究Ⅱ (１単位) 
ＳＳ探究Ⅱ  (１単位) 

理数探究  (２単位) 
ＳＳ課題研究 (１単位) 

３学年 ＳＳ探究Ⅲ (１単位) 
ＳＳ探究Ⅲ  (１単位) 理数探究  (１単位) 

科学技術・理数系コンテスト等への出展 

◯ ＳＴＥＡＭ型探究活動を研究・開発し、普通科における学校設定科目「ＳＳ探究Ⅰ」に 

 おいて実践する。外部（例：東京大学生産技術研究所次世代オフィス）による助言も参考 

 にし、本校独自の探究的な学習活動へと改善し、実施していく。「ＳＳ探究Ⅰ」の１～２ 

 学期の授業では、「理数探究基礎」の内容を踏まえ、データサイエンスの手法等を学習さ 

 せる。２～３学期の授業においては、ＳＴＥＡＭの視点からの課題設定（テーマ決め）を 

 行う。「ＳＳ探究Ⅱ・Ⅲ」では、ＳＴＥＡＭを踏まえた探究活動を実践する。 

◯ 大学・研究機関等の女性理系研究者を招き、講演やワークショップを本校で開催する。 

 また、本校の卒業生等で理系学部・大学院で学ぶ学生・院生との意見交換会を設定し、探 

 究活動についてのフィードバックを得ることで、探究活動の見直し・改善につなげる。 

④研究開発計画、検証評価方法・検証評価計画 

＜研究開発計画＞ 

研究開発５か年計画 Ｒ５ Ｒ６① Ｒ７② Ｒ８③ Ｒ９④ Ｒ10⑤ 

Plan・Do Check Action 

テーマⅡ：課題研究の機会創出       

テーマⅡ：STEAM 型探究活動       

   凡例：   ：開発準備、   ：試行実施、   ：本格実施 

◯ 令和６年度普通科入学生の教育課程について、２学年に希望者による選択履修科目「Ｓ 

 Ｓ課題研究」を設定し、「ＳＳ探究Ⅱ」と合わせて２単位時間を使って、理数科生徒とも 

 に課題研究に取り組むことができるように変更する。希望者数は、２０～３０人を想定 

 している。 

◯ 「ＳＳ探究Ⅰ」については、１～２学期にかけて、探究のプロセスに加え、データサイ 

 エンスの手法等の科学的なアプローチを重点的に学習する。２～３学期には、本校で東 

 京大学生産技術研究所次世代オフィスと連携しながら進めている課題設定ワークショッ 

 プをブラッシュアップし、実施する。「ＳＳ探究Ⅱ・Ⅲ」については、科学的なアプロー 

 チや根拠を伴った探究的な学習活動となるよう、適宜フィードバックを行う。 

◯ 連携大学や研究所等を活用して、女性理系研究者による講演やワークショップを計画 

 し、実施する。また、課題研究や探究活動について、本校卒業生等も活用し、指導・助言 

 を依頼することで、生徒の科学的な探究的な学習活動の改善につなげる。 

＜検証評価方法＞ 

◯ 「ＳＳ課題研究」の希望者数や取組の状況について検証評価を行う。 



9 
 

◯ 「ＳＳ探究Ⅰ」における科学的アプローチに係る学習の状況や、課題設定に際して生 

 徒自身が在り方・生き方と有機的に関連付けて行えたかどうかのフィードバックを得 

 て、計画及び実施を検証する。また、「ＳＳ探究Ⅱ・Ⅲ」における探究活動にＳＴＥＡ 

 Ｍの視点や科学的なアプローチや根拠が伴っているかについて検証評価する。 

◯ 各種探究活動に係るコンテスト等への出展数、講演会やワークショップの開催数、理 

 系学部生・大学院生等との交流の回数について評価する。 

＜評価計画＞ 

 １～３年目までを段階的に発展させ、単年度ごとに各テーマについて検証評価を行う。

３年目に３テーマ全体の中間総括評価を実施する。４年目からは中間総括評価を踏まえた

研究計画の見直し・改善を行い、５年目までに更新されたＰＤＣＡサイクルを確立する。 

 具体的な評価の対象を「生徒・教員」「学校」の２つに分類し、評価の内容と観点を下表

に記載した。評価の実施については、単年度ごとに自己点検・自己評価を行うとともに、学

校評議員会やＳＳＨ運営指導委員会をはじめとする外部評価を行う。 

  【事業全体の評価計画（「担当」はＳＳＨ推進委員会に加えて担当する組織等）】 

対象 評価内容 評価観点 担当 

生 

徒 

・ 

教 

員 

○科学技術
・理数系教
育への意識
の変化・変
容 

□科学技術・理数系科目への理解・興味関心の変化

・変容【生徒】 

□科学技術・理数系教育、教科間連携、ＳＴＥＡＭ

教育への意識変化・変容【教員】 

理数科部等 

○学習意欲

・進学・大学
等との連携
に関する意
識の変化・
変容 

□学習意欲・自学自習時間の変化・変容【生徒】 

□理数系大学進学希望者の状況 

□多様な入試制度の活用状況 

□外部機関との連携による意識の変化・変容【教員】 

進路指導部等 

○課題研究
・探究的な
学習活動の
指導法の変
化・変容 

□各科目や中間発表の進捗状況 

□校内及び校外での発表会の開催数 

□科学技術・理数系コンテスト等への出展・受賞数 

理数科部等 

○教科間・
教員間の連
携状況 

□教科間・教員間の連携状況 

□教材開発の状況 

□授業実践数 

各教科等 

学 

 

校 

○ＳＳＨの
成果普及の
取組状況 

□公開授業、外部向け事業の実施状況 

□ホームページ等における授業案等の情報発信状況 

□中学校向け情報公開・成果発表の状況 

□ＳＳＨ指定校との情報共有の状況 

管理職 

○科学技術
・理数系コ
ンテスト等

への取組状
況 

□理系文化部の取組状況 

□理数探究及びＳＳ課題研究受講者の取組状況 

□科学技術・理数系コンテスト等への出展・受賞数 

部活動顧問等 

○外部評価
・自己評価
の在り方 

□ＳＳＨ運営指導委員会の開催状況及び指導・助言に

対する改善状況 

□ＳＳＨ推進委員会の開催状況及び各取組の進捗管

管理職 
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理の状況 

□生徒、教員、保護者、外部機関に向けたＳＳＨ事業

の評価調査の実施及び改善状況 

   

 

①テーマ名 

Ⅲ 大学・研究機関、所沢市等の行政、企業やＮＰＯ・ＮＧＯ等と連携・協働し、課題研究 

 や探究的な学習活動を発展・充実させる。 

②目的、仮説との関係、期待される成果 

＜目的＞ 

大学・研究機関、所沢市等の行政、企業やＮＰＯ・ＮＧＯ等とカーボンニュートラル社会

の実現などの社会の諸課題の解決に向けて連携・協働する。 

＜仮説との関係＞ 

カーボンニュートラルを共有課題（共通言語）とすることにより、所沢市や近隣の地域・

行政、大学・研究機関、企業やＮＰＯ・ＮＧＯ等との連携・協働が可能となり、課題研究や

探究的な学習活動を支援する体制づくりを行う。 

＜期待される成果＞ 

◯ 大学・研究機関、所沢市等の行政、企業やＮＰＯ・ＮＧＯ等と連携・協働することで、 

 実際の社会課題に応じた課題研究が進み、社会貢献に向けた実装ができる。 

◯ 多様な見方・考え方に触れ、生徒の課題研究や探究的な学習活動の改善につながる。 

◯ 学校外の機関等と連携・協働する課題研究や探究的な学習活動のモデルケースとなる。 

③内容、実施方法 

◯ 本校がこれまでに構築してきた大学・研究機関等との連携に加え、カーボンニュート  

 ラルを研究する施設との共同実験等を行い、課題研究や探究的な学習活動を深める。大 

 学・研究機関等から研究者を招き、講演・講義等を実施したり、大学・研究機関等を訪問 

 して本事業に係る取組等について指導・助言を求めたりするなどして、本校の生徒・教 

 員の知見を深める。また、生徒個別の課題研究や探究的な学習活動について、大学生・大 

 学院生等からフィードバックを得ることで改善につなげる。 

◯ カーボンニュートラルを共通課題（共通言語）として、様々な環境問題等も含め、所沢 

 市や近隣４市の地域・行政と連携し、科学的見地から地域における課題を設定する。特 

 に、所沢市マチごとエコタウン課、マチごとゼロカーボン市民会議関係者等からの情報 

 収集や双方向性の対話の場によるフィードバック、市周辺のデータ収集、整理・分析、フ 

 ィールドワーク等を通して、課題設定を行う。 

◯ カーボンニュートラルを宣言・推進している企業やＮＰＯ・ＮＧＯ等と連携・協働し、 

 外部での発表や取組の提案等を行うことで、課題研究や探究的な学習活動を充実させる。 

 企業やＮＰＯ・ＮＧＯ等から専門家を招き、講義やワークショップを開催する。実社会 

 におけるカーボンニュートラルに向けた企業や市民の具体的な取組から、社会実装的な 

 学びを見出し、未来社会の構築を生徒一人一人が考える機会とする。 

④研究開発計画、検証評価方法・検証評価計画 

＜研究開発計画＞ 

研究開発５か年計画 Ｒ５ Ｒ６① Ｒ７② Ｒ８③ Ｒ９④ Ｒ10⑤ 

Plan・Do Check Action 

テーマⅢ：外部機関連携・協働       

   凡例：   ：開発準備、   ：試行実施、   ：本格実施 
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◯ これまでの連携実績のある大学・研究機関等に加え、カーボンニュートラル等の環境 

 問題を専門とする大学研究室や環境省の環境調査研修所との連携・協働を視野に入れ、 

 ＳＳＨ指定から３年目までに実績をつくる。 

◯ 令和４年度より行ってきた所沢市マチごとエコタウン課をはじめとする所沢市との連 

 携・協働に加え、近隣４市（狭山市・入間市・飯能市・日高市）等との連携・協働を視野 

 に入れ、ＳＳＨ指定から３年目までに実績をつくる。 

◯ 令和４年度より行ってきた株式会社ＪＴＢ、一般社団法人・環境対話政策研究所、青 

 年環境ＮＧＯ・ClimateYouthJapan 等との連携・協働に加え、新たな企業やＮＰＯ・ＮＧ 

 Ｏ等との連携・協働を模索する。 

＜検証評価方法＞ 

◯ 各年度における大学・研究機関との連携・協働の状況、課題研究や探究的な学習活動 

 に対するフィードバックを受け、改善に生かした状況等を検証評価する。 

◯ 所沢市の各部署との連携・協働の状況や近隣４市との連携・協働の状況、課題研究や 

 探究的な学習活動と関連付けられた状況等を検証評価する。 

◯ 企業やＮＰＯ・ＮＧＯ等との連携・協働の状況、課題研究や探究的な学習活動に対す 

 るフィードバックを受け、改善に生かした状況を検証評価する。 

＜評価計画＞ 

 １～３年目までを段階的に発展させ、単年度ごとに各テーマについて検証評価を行う。

３年目に３テーマ全体の中間総括評価を実施する。４年目からは中間総括評価を踏まえた

研究計画の見直し・改善を行い、５年目までに更新されたＰＤＣＡサイクルを確立する。 

 具体的な評価の対象を「生徒・教員」「学校」「外部」の３つに分類し、評価の内容と観

点を下表に記載した。評価の実施については、単年度ごとに自己点検・自己評価を行うと

ともに、学校評議員会やＳＳＨ運営指導委員会をはじめとする外部評価を行う。 

  【事業全体の評価計画（「担当」はＳＳＨ推進委員会に加えて担当する組織等）】 

対象 評価内容 評価観点 担当 

生 

徒 

・ 

教 

員 

○学習意欲・

進学・大学等

との連携に

関する意識

の変化・変容 

□学習意欲・自学自習時間の変化・変容【生徒】 

□理数系大学進学希望者の状況 

□多様な入試制度の活用状況 

□外部機関との連携による意識の変化・変容【教員】 

進路指導部等 

 

学 

 

校 

○外部評価・

自己評価の

在り方 

□ＳＳＨ運営指導委員会の開催状況及び指導・助言

に対する改善状況 

□ＳＳＨ推進委員会の開催状況及び各取組の進捗管

理の状況 

□生徒、教員、保護者、外部機関に向けたＳＳＨ事

業の評価調査の実施及び改善状況 

管理職 

外 

 

部 

○保護者の

意識等の変

化・変容 

□ＳＳＨ事業、学校への意識・理解の変化・変容 

□科学技術・理数教育に関する興味・関心と意識の

変化・変容 

管理職 

○外部連携

機関等の変

化・変容 

□外部連携状況の変化・変容 

□外部連携機関等の高校に対する変化・変容 

管理職 

○連携・協働

・支援の状況 

□地域・校外での連携・協働の実施状況 

□外部連携機関のプログラムへの参加状況 

各担当者等 
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○地域や報

道機関等の

注目度 

□外部機関の報告書やホームページでの掲載状況 

□報道機関等における報道状況 

教務部等 

    

（４）必要となる教育課程の特例等（特例が必要な理由を含む。）  

①必要となる教育課程の特例 

（教育課程の特例の概要） 
令和６年度以降の入学生 

学科・ 
コース 

開設する 
教科・科目等 

代替される 
教科・科目等 

対 象 
教科・科目

名 
単位数 教科・科目名 単位数 

普通科 
ＳＳ探究Ⅰ １ 総合的な探究の時間 １ １学年全員 
ＳＳ探究Ⅱ １ 総合的な探究の時間 １ ２学年全員 
ＳＳ探究Ⅲ １ 総合的な探究の時間 １ ３学年全員 

普・理 ＳＳ情報 ２ 情報Ⅰ ２ １学年全員 

理数科 

ＳＳ数学 ４ 理数数学特論 ４ ２・３学年全員 
ＳＳ物理Ⅰ ４ 理数物理 ４ ２学年全員 
ＳＳ化学 １０ 理数化学 １０ １・２・３学年全員 
ＳＳ生物Ⅰ ４ 理数生物 ４ １・２学年全員 

（教育課程の特例の詳細） 

①開設する教科・科目名（代替される教科・科目） 

 ＳＳ探究Ⅰ・ＳＳ探究Ⅱ・ＳＳ探究Ⅲ（総合的な探究の時間） 

②履修学年（単位数） 

 １年（１単位）２年（１単位）３年（１単位） 

③教育課程の特例が必要な理由 

 理数教科の教員だけでなく、すべての教員が、生徒に対し科学的な根拠を伴った探究的

な学習活動を支援するために、必要なデータの処理、分析、統計処理等の学習を実施する

必要がある。 

④開設する教科・科目の目標 

【ＳＳ探究Ⅰ】探究の意義や価値を理解し、探究のプロセスを学ぶとともに、主体的・協働

的な活動を通して探究学習の基礎的な知識や技能を身に付ける。 

【ＳＳ探究Ⅱ】地域や社会の持続的発展を目指して、課題の発見と解決に挑み、探究実践

力（課題設定・情報収集・データ分析・考察・表現等）を育む。 

【ＳＳ探究Ⅲ】探究学習から得られた新しい価値観を自らのキャリア形成に反映させ、よ

り良い社会の実現に貢献しようとするリーダーシップを育む 

⑤開設する教科・科目における学習内容・実施方法 

（３）及び（５）テーマⅡに記載 

⑥代替される教科・科目との関連 

 「ＳＳ探究Ⅰ・ＳＳ探究Ⅱ・ＳＳ探究Ⅲ」において、「総合的な探究の時間」の目標・内

容は包含されている。 

 

①開設する教科・科目名（代替される教科・科目） 

 情報・ＳＳ情報（情報・情報Ⅰ） 

②履修学年（単位数） 
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 １年（２単位） 

③教育課程の特例が必要な理由 

データを根拠とした課題研究を行うため、情報Ⅰの内容に加え、「理数・データサイエン

ス・AI」に関する基礎的なスキルを習得する必要がある。そのため、情報Ⅰの学習指導要領

によらない指導の実施が必要となる。 

④開設する教科・科目の目標 

情報Ⅰの内容の理解に加え、情報Ⅱで扱う重回帰、分類、クラスタ分析、主成分分析など

データのモデリングとその表現ができるようにする。 

⑤開設する教科・科目における学習内容・実施方法 

表計算ソフトウエアの活用により、基本統計量の算出方法などを学び、Python の Numpy、

Pandas、Matplotlib などでより高度なデータ表現ができるような実習を行う。 

⑥代替される教科・科目との関連 

「情報Ⅰ」の内容を網羅した上で、データサイエンスの基礎的な活用に関する内容を扱う。 

 

①開設する教科・科目名（代替される教科・科目） 

 ＳＳ数学（理数数学特論） 

②履修学年（単位数） 

 ２年（２単位）３年（２単位） 

③教育課程の特例が必要な理由 

 １学年で実施した「ＳＳ情報」に加え、統計処理のために、データサイエンスの実践的活

用スキルを習得し、データ分析（検定）し、その結果から考察するため、発展的な内容が必

要となる。 

④開設する教科・科目の目標 

 「理数数学特論」の内容に加え、さまざまなデータ分析の手法について理解を深め、技能

の習熟を図り、データに基づいて意思を決定できる能力を伸ばすとともに、それらを積極

的に活用する態度を育てる。 

⑤開設する教科・科目における学習内容・実施方法 

 「理数数学特論」の学習に加え、データ分析手法手順である①仮説を立てる方法②確率

計算③帰無仮説を棄却させて判断に結びつける。この手順を学習し、課題研究においてデ

ータ分析（検定）を実施することで、内容の充実を図る。  

⑥代替される教科・科目との関連 

「理数数学特論」の目標・内容は包含されており、様々なデータ分析手法を活用させるこ

とで、事象を数学的に探究できるように設計している。 

 

①開設する教科・科目名（代替される教科・科目） 

 ＳＳ物理Ⅰ（理数物理） 

②履修学年（単位数） 

 ２年（４単位） 

③教育課程の特例が必要な理由 

 物理分野に関して、先端科学を取り入れ、科学的に探究する態度を養うため、電子工学

等の見地を加える等、発展的な物理分野の実験・観察を行うため、教科書の内容以上の取

り扱いが必要となる。 

④開設する教科・科目の目標 
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・物理分野の理解を深め、他の現象などと結びつけながら知識を獲得する。 

・広い視点から思考力や判断力を身につける。 

・観察・実験などを通して科学的に探究する力を身につける。 

⑤開設する教科・科目における学習内容・実施方法 

 身近な物理現象について、センサを用いた計測とコンピュータを用いた分析をそれぞれ

行うことにより、センサの原理に加え、測定されたデータと既存の知識を基に考察し、他

者と意見交換、比較検討しながら検証を重ねる実験を行う。また、大学・研究機関等の外部

機関と連携して、先進的な授業を設計し、自立的・継続的なカリキュラムを開発する。 

⑥代替される教科・科目との関連 

 「理数物理」の内容は包含されており、様々なデータ分析手法を活用させることで、事象

を科学的に探究できるように設計している。 

 

①開設する教科・科目名（代替される教科・科目） 

 ＳＳ化学（理数化学） 

②履修学年（単位数） 

 １年（３単位）２年（２単位）３年（５単位） 

③教育課程の特例が必要な理由 

「理数探究」における課題研究を進めるに当たり、研究分野で必要となる基礎理論や技

術等を理解するために、学習指導要領で定められた範囲を越えた学習内容が必要となる。 

④開設する教科・科目の目標 

  これまで行っていた生徒実験を分析・評価及び考察する実験に刷新する。分析化学等を

包括し、広い視点から思考力や判断力を身につけ、化学的に探究する力を身につける。 

⑤開設する教科・科目における学習内容・実施方法 

課題発見・解決能力、科学的思考力とともに、グローバルな視野と多様な他者と協働する

力を育成するために、大学・研究機関等と連携し、最新の化学に触れる機会を作る。 

⑥代替される教科・科目との関連 

「ＳＳ化学」において「理数化学」の目標・内容は包含されており、様々なデータ分析手

法を活用させることで、事象を科学的に探究できるように設計している。 

 

①開設する教科・科目名（代替される教科・科目） 

 ＳＳ生物Ⅰ（理数生物） 

②履修学年（単位数） 

 １年（２単位）２年（２単位） 

③教育課程の特例が必要な理由 

 「理数生物」の内容を踏まえ、探究活動につながる技術や知識を習得するために、大学・

研究機関や企業等の外部機関と連携し、自立的・継続的な授業設計が必要である。 

④開設する教科・科目の目標 

 「理数生物」の目標に加え、「理数探究」につながるような科学的に探究し理解を深めよ

うとする態度を育成する。課題の発見、実験手順や得られたデータの扱いについて深く考

え、正しく分析・評価して考察する能力を伸ばす。 

⑤開設する教科・科目における学習内容・実施方法 

 身の回りにある生命現象や環境について理解を深めるとともに、発展的な内容を扱い、

探究的に実験を実施する。各単元、授業の明確な目的を示し、他教科・外部機関と連携し、
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生命現象について様々な角度から授業を充実させる。 

⑥代替される教科・科目との関連 

 「理数生物」の内容は包含されており、他教科・他機関と連携し、探究の手法を活用する

ことで、事象を科学的に探究できるように設計している。 

②教育課程の特例に該当しない教育課程上の工夫（学校設定教科・科目の開設など） 

①教科・科目名 

 ＳＳコラボレーション（学校設定科目） 

②履修学年（単位数） 

 １年理数科（１単位） 

③開設する理由 

（３）テーマⅠに記載。 

④目標 

（３）テーマⅠに記載。 

⑤学習内容・実施方法 

（３）及び（５）テーマⅠに記載。 

⑥学習指導要領に示す既存の教科・科目との関連 

理科・数学と他教科との横断・融合型授業を開発・実践する。 

 

①開設する教科・科目名（代替される教科・科目） 

 ＳＳ物理Ⅱ（学校設定科目） 

②履修学年（単位数） 

 ３年（５単位） 

③開設する理由 

 カーボンニュートラルに関する分野も含め、教科書の内容を超え、データ分析やシミュ

レーション等の内容を踏まえた物理分野の実験・観察を行うために必要である。 

④目標 

・物理分野の理解を深め、他の現象などとの結びつけながら知識を獲得する。 

・広い視点から思考力や判断力を身につける。 

・観察・実験などを通して科学的に探究する力を身につける。 

⑤学習内容・実施方法 

 身近な物理現象について、センサを用いた計測とコンピュータを用いた分析をそれぞれ

行うことにより、測定そのものが目的ではなく、測定されたデータと既存の知識を基に考

察し、他者と意見交換、比較検討しながら検証を重ねる実験を行う。また、大学・研究機関

や企業等の外部機関と連携して、発展的な授業を設計しながら、自立的・継続的なカリキ

ュラムを開発し実践する。 

⑥学習指導要領に示す既存の教科・科目との関連 

「理数物理」の内容を更に発展させ、様々なデータ分析手法を活用させることで、事象を

科学的に探究できるように設計している。 

 

①開設する教科・科目名（代替される教科・科目） 

 ＳＳ生物Ⅱ（学校設定科目） 

②履修学年（単位数） 

 ３年（５単位） 
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③開設する理由 

 「理数生物」の内容を踏まえ、カーボンニュートラルに関連した生命活動の探究活動等

につながる技術や知識を習得するために、大学・研究機関や企業等の外部機関と連携し、

自立的・継続的な授業設計が必要である。 

④目標 

 「理数生物」の目標に加え、「理数探究」につながるような科学的に探究し理解を深めよ

うとする態度を育成する。課題の発見、実験手順や得られたデータの扱いについて深く考

え、正しく分析・評価して考察する能力を伸ばす。 

⑤学習内容・実施方法 

 身の回りにある生命現象や環境について理解を深めるとともに、発展的な内容を扱い、

探究的に実験を実施する。各単元、授業の明確な目的を示し、他教科・外部機関と連携し、

生命現象について様々な角度から授業を充実させる。 

⑥学習指導要領に示す既存の教科・科目との関連 

「理数生物」の内容を更に発展させ、他教科・他機関と連携し、探究の手法を活用すること

で、事象を科学的に探究できるよう設計している。 
 

（５）課題研究に係る取組  

学科・ 
コース 

第１学年 第２学年  第３学年 
対 象 

教 科 ・ 科 目 名 単位数 教 科 ・ 科 目 名 単位数 教 科 ・ 科 目 名 単位数 

普通科 
ＳＳ探究Ⅰ １ ＳＳ探究Ⅱ １ ＳＳ探究Ⅲ １ Ｒ6入学普通科全員 

  ＳＳ課題研究 １   Ｒ6入学普通科希望者 

理数科 
理数探究基礎 １ 理数探究 ２ 理数探究 １ Ｒ6入学理数科全員 

SSｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ １     Ｒ6入学理数科全員 

理数科 理数探究基礎 １ 理数探究 １ 理数探究 １ Ｒ5入学理数科全員 

 

（課題研究に係る具体の取組内容） 

  ① 理数科における課題研究（関連：テーマⅠ） 

    １学年に履修する「理数探究基礎」「ＳＳコラボレーション」において、課題研 

   究に必要な知識及び技能の習得や各教科等の見方・考え方を多角的・複合的に用い 

   て物事の本質に迫る経験を経て、２学年に履修する「理数探究」において本格的な

課題研究に取り組む。成果物等が優れているものは、科学技術・理数系コンテスト

等に出展する。また、２学年で成果をまとめ、発表を行うが、３学年の「理数探究」

で再度課題研究をブラッシュアップする。概要については、下表のとおりである。 

学科 学年 科目名 概要 対象 

理 

 

数 

 

科 

１学年 

 

理数探究基礎（１単位） 

 理数系の教科・科目の基本的

な知識及び技能を基に、課題研

究の基礎を育む。 

全員 

ＳＳコラボレーション 

（１単位） 

 各教科等の見方・考え方を多

角的・複合的に用いて物事の本 

質に迫る真正な学びを実現する。 

全員 

２学年 理数探究（２単位） 
 グループ（個人）での課題研

究を実施し、成果を発表する。 
全員 

３学年 理数探究（１単位） 
 ２学年までの成果をブラッシ

ュアップし再構築する。 
全員 
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  ② 普通科における課題研究（関連：研究テーマⅡ） 

    １学年に履修する「ＳＳ探究Ⅰ」では、「探究のプロセス」の概念を習得し、小

さな探究のサイクルを体験した後に、課題設定に係るワークショップを行い、課題

設定の発表会を実施する。２学年に履修する「ＳＳ探究Ⅱ」では、グループ（個人）

ごとに探究活動を進め、中間発表会、クラス発表会を経て、全校での発表会に臨む。

成果物等が優れているものは、探究活動に係るコンテスト等に出展する。２学年の

選択科目の「ＳＳ課題研究」を履修する生徒は、理数科の「理数探究」と合同で課

題研究に取り組む。３学年に履修する「ＳＳ探究Ⅲ」は、２学年までの成果を改善

し、探究活動を小論文としてまとめる。概要については下表のとおりである。 

学科 学年 科目名 概要 対象 

普 

 

通 

 

科 

１学年 
ＳＳ探究Ⅰ 

（１単位） 

 探究のプロセスを理解し、ミニサイ

クルを回す。課題設定に係るワークシ

ョップを行う。 

全員 

２学年 

ＳＳ探究Ⅱ 

（１単位） 

 グループ（個人）での探究活動を実

施し、成果を発表する。 
全員 

ＳＳ課題研究 

（１単位） 

 選択者は、「ＳＳ探究Ⅱ」と合わせ

て、理数科とともに課題研究を行う。 
希望者 

３学年 
ＳＳ探究Ⅲ 

（１単位） 

 ２学年までの成果をブラッシュアッ

プするとともに、探究活動を小論文と

してまとめる。 

全員 

  

  ③ 大学・研究機関等と連携した課題研究の開発（関連：研究テーマⅢ） 

    課題設定（テーマ決め）のきっかけをはじめ、課題研究や探究的な学習活動に資

する知識及び技能の習得に際して、大学・研究機関、所沢市等の行政、企業やＮＰ

Ｏ・ＮＧＯ等と連携して、それらの質的な向上を図る。概要については、下表のと

おりである。 

対象 取組の概要 実施時期 

１学年 

全生徒 

カーボンニュートラル・セミナー 

（大学・研究機関、所沢市、ＮＧＯ等の専門家による講義・協働学習） 

７月 

（２日間） 

理数科 

１学年 

臨海実習 

（観音崎自然博物館及び周辺海岸、城ケ崎西部海岸周辺） 

８月上旬 

（２泊３日） 

理数科 

１学年 

筑波研究学園都市サイエンスツアー 

（ＫＥＫ・ＮＩＭＳ・ＪＡＸＡ等） 
１２月 

理数科 

２学年 
日本科学未来館（施設見学・ワークショップ等） １２月 

理数科 

１・２年 
サイエンスセミナー（専門家による講義・年２回） １２・３月 

希望者 

全生徒 

カーボンニュートラル海外先進国研修 

（デンマーク・ロラン島等・１週間程度予定） 
３月 

 

（６）授業改善に係る取組（指導体制等の改善や教師の指導力向上等を含む。）  

  ① 理数科目における授業改善 

    理数系教育を重視し、「ＳＳ数学」「ＳＳ物理Ⅰ・Ⅱ」「ＳＳ化学」「ＳＳ生物

Ⅰ・Ⅱ」においては、課題発見・解決能力、科学的思考力（論理的思考力を含む。）

の育成を目指し、不断の授業改善を行う。 
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学科 科目名 概要 

理 

 

数 

 

科 

「ＳＳ数学」  課題発見・解決能力、科学的思考力とともに、高い情
報処理能力、コミュニケーション能力、プレゼンテーシ
ョン能力を育むために、反転学習などのアクティブラー
ニングの手法を用いて、「主体的・対話的で深い学び」
を実現する。 

「ＳＳ物理Ⅰ・Ⅱ」  課題発見・解決能力、科学的思考力とともに、高いコ
ミュニケーション能力を育成するために、「課題設定」
「仮説」「実験」「検証・考察」のプロセスを協働で実
施する。 

「ＳＳ化学」  課題発見・解決能力、科学的思考力とともに、グロー
バルな視野と多様な他者と協働する力を育成するため
に、大学・研究機関等と連携し、最新の化学に触れる機
会を作る。 

「ＳＳ生物Ⅰ・Ⅱ」  課題発見・解決能力、科学的思考力とともに、実験に
おいても探究的に学ぶ態度を育成するために、明確な目
的を示して、得られた結果から分析・評価して考察する
実験を行う。 

  ② 教員の指導力向上に係る連絡協議会・研修会の実施 

    理数教育や探究的な学習活動に係る研究協議会や教員研修会を主催し、本校の指

導体制や授業改善についても検証する。 

（７）科学技術人材育成に関する取組内容・実施方法  

   科学技術人材育成に関しては、下記のような取組を希望者対象に設定する。 

取組の概要 関連教科・科目 実施時期 

海外研修「カーボンニュートラル先進国視察」 

デンマーク・ロラン島他 

物理・化学

・公民 
３月 

所沢市「カーボンニュートラル・シンポジウム」 

（本校代表生徒の発表、希望生徒・一般市民の参加） 

物理・化学

・生物 
９月 

科学の甲子園県大会勉強会 理数全般 １０月 

東京大学農学部「遺伝子組み換え実験」於本校生物室 

（本校生徒及び川越高・川越女子高・松山高の生徒） 
生物 

８月 

（２日間） 

東京大学グローバルサイエンスキャンパス 理科・数学 通年 

慶應大学グローバルサイエンスキャンパス 生物・化学 通年 

東京大学「高校生と大学生のための金曜特別講座」 全教科 通年 

東京大学「高校生のための冬休み講座」 理科・数学 １２月 

東京大学農学部公開シンポジウム・公開セミナー 生物・化学 年２回 

東北大学「高校生向け Web 講義」 化学 通年 

筑波大学ＧＦＥＳＴ 理科・数学 通年 

東京工業大学「女性活躍支援部門主催イベント」 理科・数学 通年 

早稲田大学人間科学学術院生命科学系シンポジウム 生物・化学 １０月 

早稲田大学「ヒューマンサイエンスキャンパス」 生物 １２月 

慶應大学医学部「食育に関するワークショップ」 

（近隣の小・中・高校と合同で実施） 

家庭・化学

・生物 
２月 

東京理科大学「坊っちゃん講座」 理科・数学 通年 

東京理科大学「高校生と高校理科教員のための講座」 理科 年２回 

東洋大学「高校生のためのおいしい科学実験講座」 家庭・化学 ８月 
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６ 科学技術人材育成重点枠の内容・実施方法・検証評価等  

  なし 

７ 研究開発組織の概要  

① 校務分掌（組織図等の記載を含む。）  

  研究開発を行うに当たり、ＳＳＨ運営指導委員会、ＳＳＨ事務局、ＳＳＨ推進委員 

 会を置く。また、課題研究を含む探究的な学習活動を充実させるために、探究委員会、 

 課題研究委員会を設置する。以下、その役割と構成を示す。 

（図２）組織図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
  ◯ ＳＳＨ運営指導委員会 

    ＳＳＨ事業の運営に関して、専門的な見地から継続的に指導・助言に当たる。適 

   切な指導・助言のために第三者委員会とし、高校教育等に精通した大学・研究機関 

   等に所属する人員を主として充てる。構成は下記のとおりである。 

   【ＳＳＨ運営指導委員会（順不同）】 

分類 所属 

埼玉県 ●教育局県立学校部高校教育指導課 

所沢市 ●マチごとエコタウン推進課 

大学・研究機関 ●国立大学法人東京大学生産技術研究所 

●早稲田大学人間科学学術院 

●慶應義塾大学医学部 

●一般社団法人環境政策対話研究所 

  ◯ ＳＳＨ事務局 

    ＳＳＨ事業の企画立案、運営管理、校外との連携窓口業務等、経費経理、経費に 

   係る科学技術振興機構（ＪＳＴ）との連携等を行うために、ＳＳＨ事務局を設置す 

   る。構成は、教頭２名、事務長、理数科部３名（理数科長含む）、非常勤事務職員 

   の計７名とする。 

渉外部 課題研究委員会 探究委員会

　地域・社会
　・所沢市及び近隣４市
　・所沢市マチごとエコタウン
推進課
　・所沢市教育委員会
　・企業
　・PTA・後援会

理数科部

教育情報部

事務長教頭

SSH事務局教務部

生徒指導部

保健部

進路指導部

管理機関

埼玉県立所沢北高等学校

SSH運営指導委員会

SSH推進委員会

　大学・研究機関等
　・東京大学
　・東北大学
　・筑波大学
　・埼玉大学
　・早稲田大学
　・慶應大学
　・東京理科大学
　・芝浦工業大学
　・環境政策対話研究所
　・環境情報科学センター

環境整備部

学校長

文部科学省

科学技術振興機構

外部連携組織

埼玉県教育委員会

各学年団

各教科

企画委員会 事務室
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  ◯ ＳＳＨ推進委員会 

    本校におけるＳＳＨ事業推進のために、校内にＳＳＨ推進委員会を設置する。全 

   校的な取組の推進、全体計画の審議、各担当者間の調整、全体予算策定・執行手続 

   き等を行う。主に研究開発テーマⅠ及びⅢを担当する。構成は次のとおりである。 

  【ＳＳＨ推進委員会】※関連する委員会、学年、教科の代表者は兼務を可とする。 

組織 構成 

管理職等 教頭２名、事務長 

理数科部 理数科学科長、ＳＳＨ担当者２名 

関連する委員会 探究委員会、課題研究委員会 

学年（各１名） ＳＳＨ該当学年教諭 

教科（各１名） 国語、地歴・公民、数学、理科、情報、英語、家庭、芸術、 

保健体育 

  ◯ 探究委員会 

    「ＳＳ探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の開発・実践に向けて、探究委員会を設置する。構成は、 

   各学年の探究的な学習活動の担当者２名、教務部及び進路指導部からそれぞれ１名 

   の計８名とする。主に研究開発テーマⅡを担当する。 

  ◯ 課題研究委員会 

    「理数探究基礎」「理数探究」「ＳＳ課題研究」の実施に際して、課題研究委員 

   会を設置する。構成は、理科・数学科の教員、理数科担任・副担任、「理数探究基 

   礎」「理数探究」授業担当者、実習助手とする。主に研究開発テーマⅠを担当する。 

② 組織運営の方法  

   ＳＳＨ推進委員会により、全校での事業推進、ＳＳＨ運営指導委員会からの指導・ 

  助言に基づく全体計画の審議、各担当者間の調整、全体予算策定・執行手続きを行 

  う。ＳＳＨ事務局は、企画立案、運営管理、校外との連携窓口、またＳＳＨ事業に係 

  る経費処理等に関して科学技術振興機構（ＪＳＴ）との連携窓口等の業務を行う。 

８ 研究開発成果の普及・発信に関する取組  

 ① 県立高校等への普及・発信 

   本校は理数科設置校であることから、理数教育の拠点校として、各種取組のプロセ 

  スや成果等を積極的に県内の高校へ情報発信し、理数教育を推進する。 

  ◯ 実践した教材（指導案・ワークシート等）、事業報告書等の公開 

  ◯ 生徒の課題研究や探究的な学習活動の成果等 

  ◯ 多様な教科等横断・融合型授業「ＳＳコラボレーション」の公開授業の実施 

  ◯ 外部機関等との連携・協働の成果等 

  ◯ 理数教育や探究的な学習活動に係る研究協議会の開催 

 ② 所沢市及び近隣４市の小・中学校への普及・発信 

   理数教育の拠点校として、地域の小・中学生が理科や数学（算数）への興味・関心 

  を高められるよう、また円滑な小・中・高接続につなげられるよう、各市教育委員会 

  等と連携・協働して理数教育の推進に取り組む。 

  ◯ 理科や数学等の授業公開の実施 

  ◯ 本校教員による中学校向けの出前授業や科学コンテストに向けた勉強会の実施 

  ◯ 本校教員による中学校向け理数科体験授業の実施 

  ◯ 本校生徒による小学校向けの理科・算数教室の実施 

９ その他特記事項  

なし 


